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日本語モダリティと中国語モダリティの対照研究

■研究課題（研究概要）
言語処理の視点からは、文（sentence）は客観事実を表す部分（命題）とその客観事実
を伝える際に話者が加えた付加情報の部分（モダリティ）から成り立っている。命題につ
いては日本語及び中国語から大量の言語データをもとにその意味を記述する意味構造を明
らかにする。モダリティについては、まず分類を行い、日本語モダリティと中国語モダリ
ティの対照研究を行う。
近年は、中国語動詞の分類や否定表現、可能表現そしてデジタル文法論に重点を置き、
研究を行っている。また教材づくりにも着手をしている。
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